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日本

にほん

のいま 

－ネット

ね っ と

で音 楽

おんがく

や動画

どうが

を楽

たの

しむ－ 

携 帯

けいたい

音 楽

おんがく

プレーヤー

ぷ れ ー や ー

が世 界 中

せかいじゅう

で人気

にんき

です。このプレ

ぷ れ

ーヤー

ー や ー

にどうやって音 楽

おんがく

を取

と

り込

こ

むかというと、音 楽

おんがく

CD のデー

で ー

タ

た

を変 換

へんかん

させてインプット

い ん ぷ っ と

する

方 法

ほうほう

が一 般 的

いっぱんてき

ですが、最 近

さいきん

はネット

ね っ と

上

じょう

で音 楽

おんがく

を 購 入

こうにゅう

、ダウンロ

だ う ん ろ

ー

ー

ド

ど

した音 楽

おんがく

を聴

き

いている人

ひと

も増

ふ

えてきました。このような方 法

ほうほう

でのデジタル

で じ た る

音 楽

おんがく

の売

う

り上

あ

げは、昨 年

さくねん

の世 界 中

せかいじゅう

の音 楽 販 売 全 体

おんがくはんばいぜんたい

の 15％を占

し

め、更

さら

に 急 成 長

きゅうせいちょう

を続

つづ

けています。 

オンライン

お ん ら い ん

で音 楽

おんがく

を 購 入

こうにゅう

することが簡 単

かんたん

にできるようになったのは、ブロ

ぶ ろ

ー

ー

ドバンド

ど ば ん ど

（ 光

ひかり

ファイバ

ふ ぁ い ば

ー

ー

などによる高 速

こうそく

・ 大 容 量

だいようりょう

インターネット

い ん た ー ね っ と

接 続

せつぞく

）が普 及

ふきゅう

したからです。日本

にほん

ではブロー

ぶ ろ ー

ドバンド

ど ば ん ど

世 帯 普 及 率

せたいふきゅうりつ

が昨 年

さくねん

50％を超

こ

え、音 楽

おんがく

などの音 声

おんせい

データ

で ー た

はもとより、動 画 共 有

どうがきょうゆう

サイト

さ い と

で世 界 中

せかいじゅう

からアップロ

あ っ ぷ ろ

ー

ー

ド

ど

された動画

どうが

を楽

たの

しむ人

ひと

も増

ふ

えています。観

み

そびれたテレビ

て れ び

番 組

ばんぐみ

も次

つぎ

の日

ひ

には誰

だれ

かがこのような動 画 共 有

どうがきょうゆう

サイト

さ い と

にアップロ

あ っ ぷ ろ

ード

ー ど

してい

て、それを無 料

むりょう

で自由

じゆう

に観

み

ることができるなんてとても便利

べんり

でありがたい時代

じだい

になったものですが、一 方

いっぽう

で著 作 権

ちょさくけん

侵 害

しんがい

の問 題

もんだい

があり、その保護

ほ ご

が課題

かだい

となっています。 
 

Today’s Japan 
Enjoying Music and Video on the Internet 

Portable music players are popular all over the world. To load their players with music, people normally convert data on a CD and input it into the player, 

but today, increasing numbers of people are purchasing and downloading music from the Internet. Last year, the purchase and downloading of music from 
the Internet made up 15% of overall digital music sales, and the figures are continuing to grow rapidly.  
It is the spread of broadband Internet connections (high-speed, high-volume connections using optic fiber, etc.) that has made it easy to purchase music 

online. The amount of Japanese households with broadband connections increased above 50% last year, and the number of people who are enjoying not just 
audio data such as music, but also videos uploaded to video-sharing sites from all over the world, is also increasing. If you miss a TV program, someone 
might upload it the following day to this type of video-sharing site, enabling you to watch it free of charge anytime you like. All of this is very convenient and 

we should be grateful for it, but it has also raised issues concerning copyright violations. 

 

ことばの歳時記
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－そよそよ－ 

皆

みな

さんは、風

かぜ

の音

おと

を聞

き

いたことがありますか？ 荒

あ

れ狂

くる

った台 風

たいふう

の時

とき

には、風

かぜ

は「ビュ

び ゅ

ー

ー

ビュ

び ゅ

ー

ー

」と音

おと

を立

た

てます。また、寒

さむ

い冬

ふゆ

の日

ひ

に吹

ふ

く風

かぜ

は「ピュ

ぴ ゅ

ー

ー

ピュ

ぴ ゅ

ー

ー

」と音

おと

を立

た

てます。このような声

こえ

や音

おと

をまねた擬音語

ぎおんご

とは違

ちが

って、擬態語

ぎたいご

には、その音

おと

からイメ

い め

ー

ー

ジ

じ

される 状 態

じょうたい

やようすが少

すく

なくありません。

例

たと

えば、風

かぜ

がやさしくほほをなでるように吹

ふ

くようすを「そよそよ」と 表 現

ひょうげん

しますが、実 際

じっさい

にそのような音

おと

がしなくても、多

おお

くの人

ひと

が 共 通

きょうつう

して認 識

にんしき

できる 表 現

ひょうげん

ではないでしょうか。一 方

いっぽう

、最 近 若 者

さいきんわかもの

の 間

あいだ

で使

つか

われる擬態語

ぎたいご

は、表 現 者

ひょうげんしゃ

の感 性

かんせい

によるものが多

おお

いという傾 向

けいこう

があります。例

たと

えば

驚

おどろ

きのようすを 表 現

ひょうげん

した｢ガーン

が ー ん

｣などは、独 特

どくとく

ですが、感 性

かんせい

の近

ちか

い仲間

なかま

同士

どうし

であれば通

つう

じるので会話

かいわ

に支 障

ししょう

はないそうです。擬態語

ぎたいご

だけに限

かぎ

らず

若 者

わかもの

は「ムカ

む か

つく」「イタ

い た

い」「サム

さ む

い」といった、感 覚

かんかく

にかかわる 表 現

ひょうげん

を好

この

みます。 研 修 生

けんしゅうせい

・技 能 実 習 生

ぎのうじっしゅうせい

の皆

みな

さんも、これらのことばをどこか

で聞

き

いたことがあるかもしれません。 

 
A Calendar of Words  

Soyo soyo 
Have you ever listened to the sound the wind makes? In a fierce typhoon, the wind makes the sound “byuu byuu.” A wind blowing on a cold winter day makes 

the sound “pyuu pyuu.” These are onomatopoeic words that imitate voices and sounds. Mimetic words function differently, in many cases expressing an 
image of a state or situation by means of the sound. For example, Japanese people express a situation in which a breeze seems to be softly caressing one’s 
cheek with the term “soyo soyo.” Even though it doesn’t actually make this sound, the majority of people would probably understand this expression in the 

same way. By contrast, many of the mimetic words used recently among young people tend to be dependent on the feelings of the speaker. For example, 
people say “Gaan” to express surprise; this is an informal expression, but when used among close acquaintances who share similar feelings, it does not 
represent a barrier to communication. This is not just limited to mimetic expressions. Young people also tend to like to use expressions that refer to 

sensations, such as “mukatsuku” (“that makes me sick,” used when the speaker is annoyed or irritated), “itai” (“that’s painful” used to describe pathetic or 
awkward situations and states), and “samui” (“that’s cold,” often used in response to a bad or unfunny joke). You’ve probably all heard these words 

somewhere or other.  

 

 

 
  




